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STATISTICAL OBSERVATION ON OUT-PATIENTS IN THE 
 DEPARTMENT OF UROLOGY, KYOTO PREFECTURAL 
   UNIVERSITY OF MEDICINE FROM 1959 TO 1963 
Kango ODA, Yasunori  KUBO, Yasusuke HIRATAKE,  Susumu INOUE, Tokio 
   HIGASHI, Toshihiko  ONO, Shohei MURATA, Choko OYAMA, Teruo 
 MISHINA, Takeshi MURAKAMI ,Yoshiaki OKAMURA, Yosuke YAMADA 
                    and Akihiro  YASUI 
 From the Department of Urology, Kyoto Prefectural University of Medicine 
                    (Director  : Prof.  Kango Oda)
   Statistics on out-patients visited to our urological clinic from 1959 to 1963 were reported. 
   The total number of out-patients was 5,523. The percent distribution of diagnosis was 
recorded as the following order of frequencies : cystitis (16.8 %), upper urinary urolithiasis 
(10.3 %), nothing particular (8.5 %), gynecological tumor (6.3  %), prostatic tumor (6.2  %), 
bladder neurosis (5.5 %), renal tuberculosis (4.3  %), urethritis (4.2  %), phimosis (3.8  %), 
urethral stricture (3.0 %), sexual neurosis  (2.6  %) and bladder tumor (2.6 %).
I緒 言
戦後特 に最近数 年間に大多数 の大学医学部 に
泌尿器科教室 の開設 をみ,わ が京都府立医科大
学にあっ ては昭和39年(1964)5月皮膚科か ら
分離独立 し,飛 躍 の年を迎 える ことになった.
ここにわれわれは将来 の発展へ の礎 え とな る,
いわば教室の胎生期 ともい うべ き分立前5年 間
(1959～1963)の,泌尿 器科 外来患者 に ついて
統計的観察を試 みた.
、II外来患者総数,男 女別な らび に年 度別 観
察(表1)











皿 年 令 構 成(表2)
5年 間 の10才階 級 別 年 令構 成 は 表2の 如 くで あ る.
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表2年 令 構 成
、＼


































































































































































































































表3上 部 尿 路 疾 患
マ ミ1959196・1961
上部尿路結石婁
腎 結 核 婁
上部尿路臨 婁
腎 出 血 婁
水 腎 症 妻
腎 孟 炎 婁
腎炎,ネ フ 男
ローゼ 女
遊 走 腎 婁
膿 腎 嬰




























































































































































































犠 緻 に対 す18・6122.・ ・2・3221.76121.32
21.・8/ /
表4尿 路 結 石 症
＼ ＼ 避



















































































































































































































































表5尿 路 お よ び 性 器 結 核

























































































































































5 4 3 3 4 19 0.50 0.34
71・ 4 7 7 29 0.77 0.54
Il・ 1 3 4 9 0.24 0.16
13 ・}・ 13 151 57 1.51 1.03
・1 ・1・ ・11・ 26 0.69 O.47
0 0 0 1 ・i 1 O.03 O.02
1 1 3 0 0 5 0.13 0.09
1 0 0 O 0 1 O.03 0,02
0 3 0 0
__._ 一__._⊥ .
1 4 O.ll O,07
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計 21 15 15 17i2694 2.41 1。70



























磐 数 に対 ㌔6・ ・58・ ・61・ ・595.・1i・,57
5。99 / /
表6膀 胱 疾 患
＼ 一 缶 」1959196・1961 19621963 計 彪㌘望魏 賂総纏
膀胱結石劉1
膀胱臨 婁
膀 胱 炎 嬰
膀麟 盤 嬰







































































































































外 来 総 数 に 対 す26 .0325.3629.9030.1320.61る% 28.17 / /
(ハ)尿道疾患
本群中には表7の 如き疾患を含み,そ の数は517例,



















(ホ)睾 丸,副 睾丸,精索,精 爽腺,陰嚢並びに
内分泌疾患
本群中には表10の如き疾患を含み,そ の数は317例,
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表7尿 道 疾 患
＼ 一 く 乾 」19・9
尿道結石 嬰
尿道腫瘍 婁







































































,11 1 O 3 6 0.16 0.11
2 5 10 5 ・1 22 0.58 O.40
尿 道下 裂 男i1 1tl 2 2 7 0,18 0.13
尿 道破 裂 男 1}・ 2 ・1・ 5 0.13 0.09













76 / 7.989 .361.38
外来総数に対
する% 12・,1・ ・849.・ ・1・.・ ・1・.99 9.36 / /
表8前 立 腺 疾 患
＼ 一 気1959196・196中962 19631 計 男子外来数 外来総数にに対する%対 す る%
前立腺結核
前 立 腺 癌
前立腺肥大
前 立 腺 症



























































計 60 87 92116114・i ・951,・.・6 8.96
外来総数に対す
る% ・β58…1・.16 ・・52巨 ・.97 ・・961/ /
表9尿 路 性 器 腫 瘍
＼-tE
_1・9S91196・196中96211963i





































































前立腺癌 4 6 17 19 11 57 1.50 1.03
前立腺肥大 41 65 5gl・ ・ 98t340 8。98 6.16
陰茎腫瘍 1 3 4 ・1 11 11 0.29 0.20
睾丸腫瘍 3 ・}1 3 一 11 0.29 O.20































する% …711・ ・9SI11・IS12・1511・ ・4 11.12 /
/ /
婦人科腫瘍 39 7gl・ ・ レ6 85 。346 2000 6.26





聖 丸 腫 瘍
停 留 睾 丸




精 管 結 核









































































































































計 48 45 52i8191 3171・ ・36 5.74
外来総数に対す
る% 5.284。384.626.65 ・.131 5,74 /
/ /
/
表11陰 茎 疾 患
＼ 一 亀1959196司196119621963 計 羅羅秀贅1鋳撃籍
陰茎結核疹






























































計 50 62175・・i64 321 8,47 5.81
外来総数に対す





位臓器別第3位 に位する.全 く異常を 認めぬもの467
例,本群の43%,疾患別第3位 に位している,



































響 して,男 女を併せた全体では20才代 と50才代
に,男 子のみでは20才代 と60才代に,女子のみ
では20才代 と50才代に それぞれ 峯を 示 してい
る.男女を併せた全体の20才代は同じ年代の男
子の異常なし,結石,包 茎,尿 道炎 と,同じ年




瘍,膀 胱炎,膀 胱神経症 と合せたものが大勢を
決 している.60才男子では前立腺肥大症,膀胱





1959～1963年の5年 間 におけ る外来患老 の疾
患 別,男 女 別,年 度別,年 令 構成 な どについて
統計 的観察 と多少 の考按 を試 みた.
(1965年10月26日受付)
表12そ の 他 の 疾 患
＼ 一{」1959196・1961巨96219631 計 男女別総 外 総数にに対する%対 す る%
夜 尿 症 嬰
尿 失 禁 嬰
















































































































































































19.6116.7516.54 19.57 / /
表13治 療 内 容
＼1959

































する% ・・591・ ・36113.311・.・ ・!・.43i 8.93 / /






















上 部 尿 路 結 石
異 常 な し
婦 人 科 腫 瘍
前 立 腺 腫 瘍




















































































































































尿 道 狭 窄
性 的 神 経 症
膀 胱 腫 瘍
⑥
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